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[発表内容について]

　私は今回「衛星で観測された対流圏オゾン気柱量の変動解析」という題目でポスター発表を行いました。

　Hayashida  et al.(2008)でのGOMEセンサの対流圏オゾンデータ解析から、北半球中緯度に１年を通して見られる帯状の高濃度オゾンベルト(E-TCO)がみられ、それが季節によって南北に移動する季節変化が確認されました。本研究では新たにOMI/MLS対流圏オゾンデータを解析することにより、E-TCOの季節変化、生成要因を解明することを目的としました。解析の結果、E-TCOの季節変化はジェット気流の季節変化と非常によく似ており、両者は１年を通して同じような位置にあることが明らかになりました。このことより、E-TCOの生成には成層圏起源のオゾンが関わっている可能性、汚染地域やバイオマスバーニングで発生した対流圏起源のオゾンが上部対流圏で偏西風よって輸送されている可能性が考えられます。
[得られた成果と今後の課題]
　ポスター発表によって、様々な研究者の方からご意見、ご指摘を頂きました。北海道大学の藤原先生からは、「月平均ではなく日データでE-TCOとジェット気流の関係を比べた方が良い」という意見を頂きました。また他の研究者の方からは、「ジェットの風速によって成層圏からのオゾンの流入量が変わり、E-TCOの濃度に影響を与えたりすることはないか」という質問も頂きました。今後はこのご意見を元に、日データを解析し、風速とオゾン濃度の関係についても調べたいと思います。また、高度分解能のある他の測器のデータを解析することにより、どの高度のオゾンがE-TCOに大きく寄与しているのかを明らかにしたいと思います。

 [聴講した発表]

　大気化学のセッションでは、オゾンの前駆物質であるNO2に関する発表を聞きました。入江仁士さんの「東アジアでのOMIによる対流圏NO2観測の特徴」という発表で、OMIで観測されたNO2を東アジアでの地上観測４地点と比較し、衛星データが良好であることを確認していました。トレンドを調べた結果、中国ではNO2が増加しており、東京では減少傾向にあるということでした。また、中国では北京や上海などの都市よりも、その郊外でNO2が増加しているという結果が示されていました。このことから、前駆物質の排出が多い中国でオゾン濃度が高くなり、E-TCOの生成に関与しているのではないかと考えられました。
　SPARCのセッションでは、荻野慎也さんの「ハノイにおけるオゾンゾンデ観測により得られた亜熱帯地域でのオゾンの季節変化」についての発表を聞きました。ハノイでは夏に対流圏オゾン濃度が高くなり、冬に低くなるという季節変化を示し、これはE-TCOの南北シフトからの推測とは異なる結果となります。これは、夏にロスビ波ブレークに伴う成層圏大気の東進のため、成層圏起源のオゾンが対流圏に流れ込んで夏の極大をつくっているためです。この発表から、E-TCOの南北移動だけがアジア域のオゾン濃度の季節変化を支配しているわけではないことがわかりました。

